
人
口
3
万
3
千
人
の
町
が
熱

い
紫
波
町
は
、
町
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
評
判
で
す
。
そ

れ
ま
で
、
雪
置
き
場
ぐ
ら
い

し
か
利
用
価
値
の
な
か
っ
た

町
有
地
を
活
用
し
、
そ
こ
に

町
役
場
・
図
書
館
・
体
育
館

等
を
集
約
的
に
建
設
し
、
今

で
は
賑
わ
い
の
あ
る
町
づ
く

り
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

紫
波
町
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伺
い
に
、

年
間
1
9
0
0
人
も
の
視
察

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
特
徴
的
な
の
は
、

官
と
民
の
共
同
開
発
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
老
朽
化

し
た
役
場
庁
舎
は
、
※
Ｐ
Ｆ
Ｉ

で
建
替
え
、
木
造
3
階
建
て

で
2
年
が
経
過
し
、
地
元
産

の
木
材
利
用
の
国
補
助
金
を

有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

制
服
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ン
ク

栃
木
県
足
利
市
の
「
足
利

市
く
ら
し
の
会
」
は
、
物
を

大
切
に
す
る
心
を
若
者
達
に

伝
え
た
い
と
「
制
服
リ
サ
イ

ク
ル
バ
ン
ク
」
を
開
設
し
、

ま
だ
ま
だ
使
え
る
制
服
等
を

安
価
に
提
供
す
る
事
業
を
行

っ
て
お
り
、
多
く
の
保
護
者

等
が
利
用
し
、
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ

民
間
活
力
を
導
入
し
た
、
公
共

施
設
の
整
備
・
運
用

利
府
町
は
仙
台
近
郊
の
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
で
す
。
福
祉
の

先
進
エ
リ
ア
で
、「
は
つ
ら
つ

健
康
利
府
プ
ラ
ン
」に
よ
り
、

健
康
長
寿
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
が
ん
検
診
を
町
民
に

勧
め
、
肺
が
ん
検
診
と
前
立

腺
が
ん
の
検
診
は
、
受
診
率

90
％
以
上
で
す
。
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
生
活
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
体
操
の
普
及
に
努

め
て
い
ま
す
。ま
た
、「
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
」を
進
め
て
い
ま
す
。

在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
に
対
し
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。「
利
府
町

は
い
か
い
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」で
、

認
知
症
へ
の
対
策
を
取
っ
て

い
ま
す
。

気
仙
沼
市
の
産
業
施
策
は

創
造
的
復
興
を
目
指
す
取
り

組
み
を
行
っ
て
お
り
、
震
災

後
の
施
策
展
開
に
お
い
て
は
、

都
市
機
能
や
産
業
構
造
の
再

構
築
を
図
り
、
単
に
震
災
前

に
戻
す
だ
け
で
は
な
い
、
創

造
的
復
興
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
主
な
取
り
組

み
と
し
て
、
市
土
基
盤
・
産

業
施
設
の
整
備
、人
材
育
成
、

新
産
業
創
出
、
地
元
産
業
の

高
度
化
等
で
す
。

今
回
の
利
府
町
、
気
仙
沼

市
へ
の
視
察
で
、
我
々
は
知

見
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

町
庁
舎
Ｐ
Ｆ
Ｉ
整
備
と
制
服
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ン
ク

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
制
服
の
価
格
表
で
す
。

ラ
ン
ド
セ
ル
は
平
均
価
格
50
円
‼

政務活動報告

視
察
地

岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町
／
栃
木
県
足
利
市

視
察
日

平
成
29
年
7
月
26
日
・
27
日

会

派

清
風
ク
ラ
ブ
、
公
明
党
、
民
進
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

利
府
町
の
健
康
・
福
祉
プ
ラ
ン
と
気
仙
沼
市
の
創
造
的
復
興

利府町役場にて健康・福祉プランの説明を受ける

視
察
地

宮
城
県
利
府
町
・
気
仙
沼
市

視
察
日

平
成
29
年
8
月
7
日
・
8
日

会

派

新
政
伊
奈
、
無
所
属
の
会

会
派
に
よ
る
政
務
活
動
報
告

町
議
会
で
は
、議
員
活
動
の
資
質
向
上
を
ね
ら
い
と
し
、各
会
派
で
他
の
自
治
体

の
取
り
組
み
を
視
察
調
査
し
た
り
、
様
々
な
研
修
を
行
う
な
ど
研
鑽
に
努
め

て
い
ま
す
。
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白
岡
市
の
高
齢
化
率
は

26
・
01
％
。
そ
の
う
ち
認
知

症
高
齢
者
数
は
8
6
2
人
。

徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ

ー
ビ
ス
事
業
は
手
厚
く
な
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
徘
徊
高

齢
者
声
か
け
模
擬
訓
練
や
認

知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
等
々
。

加
え
て
今
年
4
月
、
徘
徊
高

齢
者
早
期
発
見
ス
テ
ッ
カ
ー

事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
マ
ー
ク
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

付
き
の
耐
洗
シ
ー
ル
や
蓄
光

シ
ー
ル
を
対
象
者
の
身
の
周

り
の
物
に
つ
け
、
行
方
不
明

時
に
身
元
照
会
、
家
族
へ
の

引
き
渡
し
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
は
①
24
時
間
対

応
が
可
能
②
利
用
者
の
負
担

が
少
な
い
③
導
入
・
運
用
に

係
る
費
用
負
担
が
少
な
い
と

こ
ろ
で
す
。
増
加
傾
向
と
な

る
認
知
症
徘
徊
高
齢
者
の
問

題
解
決
に
十
分
な
効
果
を
発

揮
し
ま
す
。

伊
奈
町
の
高
齢
化
率
は

22
・
8
％
。
介
護
側
へ
の
寄

り
添
い
も
含
め
取
り
組
む
べ

き
事
業
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。オ

ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
つ

い
て
は
、
23
の
庭
オ
ー
ナ
ー

よ
り
期
間
限
定
で
庭
を
公
開
。

メ
リ
ッ
ト
は
、景
観
の
美
化
、

人
の
輪
の
広
が
り
、
消
費
の

活
性
化
等
で
す
。

当
町
の
資
源
を
活
か
せ
る

事
業
と
感
じ
ま
し
た
。

市のマーク入 早期発見ステッカー

認
知
症
徘
徊
対
策
と
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

視
察
地

白
岡
市

視
察
日

平
成
29
年
8
月
22
日

会

派

公
明
党

決
算

特特
別別
委委
員員
会会

平
成
２８
年
度
の
一
般
会
計
他
全
７
会
計
の
決
算
を
審
査
す
る
た
め
、
議
長
お
よ

び
監
査
委
員
を
除
く
議
員
１４
名
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
１０
月
３０
日
・

３１
日
に
審
査
し
ま
す
。

委
員
長
あ
い
さ
つ 委員長 加藤利明

こ
の
た
び
、
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
を
、
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
で
議
決
さ
れ
た
前
年
度
予
算
が
、
適
正
か
つ
効
果
的
に
執
行

さ
れ
た
か
を
審
査
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
委
員
会
と
な
り
ま
す
。

審
査
結
果
は
、
次
年
度
の
予
算
編
成
や
、
行
財
政
運
営
に
も
活
か

さ
れ
て
き
ま
す
。

全
委
員
で
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
決
算
特
別
委
員
会
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

副委員長 戸張光枝

政務活動報告・決算委員長挨拶
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